
 

 

 

 

 

 

 

 

「
小
倉

お

ぐ

ら

百
人
一
首
」
成
立 

 

＜COLUM＞平安時代の「文
ふみ

」。これは現代にも残る「ラブレター」

のことです。平安時代の男性は気持ちを伝えるために文を使いま

した。しかし、この文が意外と気を使うもので、相手方の女性は・

字の上手さ・歌の上手さ・この男性の人となりの情報を文から集

めていたのです。つまり、この時代の男性は和歌が上手でないと

出世も恋愛もできませんでした。和歌が上手くてはならない。つ

まり逆を返すと平安時代の貴族は皆、歌を詠んでいたのです。恋

の和歌、失恋の和歌、好きな気持ちを植物や季節に託した和歌。

これを集めたのが百人一首でもあります。是非、これを機会に平

安時代の恋愛を和歌から学んでみるのはいかかでしょう。 

百
人
一
首
の
内
容
は
圧
倒
的
に
恋
の
歌
が
多
い
で
す
が
、
優

雅
な
王
朝
文
化
が
栄
え
、
政
治
的
、
文
化
的
に
成
熟
し
た
平

安
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
貴
族
た
ち
の
恋
愛
も
華
や
か
で
充
実

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
現
代
の
恋
愛
ス
タ
イ

ル
と
平
安
時
代
の
恋
愛
ス
タ
イ
ル
は
同
じ
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

百人一首の世界へ 
    ようこそ！ 
 

平安時代の恋愛スタイル 
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百
人
一
首
と
い
え
ば
、
ふ
つ
う
、
「
小
倉
百
人
一
首
」
の
こ

と
を
さ
し
ま
す
。
で
は
、
「
小
倉
」
と
は
い
っ
た
い
な
ん
の

事
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

一
二
三
五
年
、
藤

原

ふ
じ
わ
ら
の

定
家

て

い

か

は
息
子
の
妻
の
父
で
あ
る
宇
都
宮

う
つ
の
み
や

頼 よ
り

綱 つ
な

か
ら
「
別
荘
の
ふ
す
ま
に
は
る
た
め
の
歌
を
用
意
し
て
ほ

し
い
」
と
頼
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
定
家
が
歌
を
選
ん
で
頼
綱

に
送
っ
た
も
の
が
「
嵯
峨
中
院

さ
が
ち
ゅ
う
い
ん

障
子

し
ょ
う
じ

色
紙

し

き

し

形 が
た

」
で
す
。
定
家
が

こ
の
歌
を
選
ん
だ
場
所
は
京
都
、
嵯
峨
野
に
あ
る
小
倉
山
の
ふ

も
と
に
あ
る
山
荘
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
の
ち
に
「
小
倉
百
人

一
首
」
と
、
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
百
人
一
首

は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
す
ぐ
れ
た
歌
人
を
あ
げ
て
一

人
に
つ
き
一
首
ず
つ
、
合
わ
せ
て
百
首
の
歌
を
選
び
だ
し
た
も

の
で
、
内
容
は
圧
倒
的
に
恋
の
歌
が
多
く
、
華
や
か
な
も
の
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。 

♥平安 LOVE ｖｓ 現代 LOVE♥ 

  平安時代   現代 

＊御簾が邪魔し

て相手の顔はほ

とんど知らない 

相手の顔は 

100％知っている 

相手の情報は女

房から聞く噂 

相手の情報はネット

でばっちり検索？ 

気持ちは「文
ふみ

」で

伝えます 

気持ちはメールなど

で伝えます 

 

＊御簾
み す

・・・ 

すだれの事 

YA サポーターが考える 

平安時代の服装 

YA サポーターが調べる 

今回、百人一首大会をするにあたって、気になるもの。それはあ

の札の絵柄です。百人一首には坊主をはじめ、貴族の男、煌びや

かな服を着た女の人、それぞれ個性的で日本らしい服装をしてい

ることに気付くと思います。では「日本らしい服装」とはどういうこ

となのでしょうか。ヤン猿とキタはかせの四コマ漫画で見ていきま

しょう。 

（服装編） 

これは平安の服装の配色で重

ねの色目というものだぞ。色を

多用することで季節の移り変わ

りや身分を分けていたそうじゃ。 

へえ～。でも、なんで色が 

こんなに大切なの？ 

昔、中国では「＊五行思想」って考えの中で五

つの色を大切にしてきたんだ。日本はその考え

を学んでから色や四季を大切にしてきたんじゃ

な。重ねの色目もそこからきとるんじゃ。 

なるほど！つまり重ねの色目って今で

いう「トレンド」なのかぁ。 

僕
も
平
安
の
ト
レ
ン

ド
で
か
る
た
大
会
も

バ
ッ
チ
リ
！ 

 ＜編集・発行＞ 

小金井市立図書館 
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 YA コーナー担当 

 YA サポーター 

 

         

         

 

＊「五行思想」とは・・・古代中国において、木、火、土、金、水

が万物の起源とし、これを色や季節に関連付ける考え方。 
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